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1.1 三人の社会学者

エミール・デュルケーム（1858～1917年）

ゲオルグ・ジンメル（1858～1918年）

マックス・ウェーバー（1864～1920年）



エミール・デュルケーム



ゲオログ・ジンメル



マックス・ウェーバー



1.2 二つの鍵概念

① 「常識をうまく手放す」

② 「社会が社会をつくる」



1.3
デュルケーム『自殺論』（1898年）

常識：「自殺は個人の不幸や病気から起こる」

→「自殺率の水準は社会の凝縮性が変化することで変化する」

「自殺率の水準」も「凝縮性」も社会

ウェーバー『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』
（1904-05年、1920年改訂）

常識：「資本主義は個人の欲望がうんだ」

→「近代資本主義の制度はプロテスタンティズムの倫理から生
まれた」

「近代資本主義」も「プロテスタンティズム」も社会



‡ Le suicide, Émile Durkheim, Les Presses Universitaires de France



‡ デュルケーム著, 自殺論 , 宮島喬訳, 中央公論社 1985.9, p66 第1図



2.1 常識を手放すいろいろなやり方

「○○思想」や「△△理論」

構造主義からポスト構造主義、構築主義・・・

最近は「X X 2.0」

二つの特徴

①新しさを強調する

→「旧いものはみんなダメ」

②手軽さ（低コスト）を強調する

→「これだけわかればよい」



2.2

例えば「X X 2.0」なら

①1.0より新しい

②1.0は知らなくていい

その結果・・・・・厨二病の蔓延
「自分（たち）だけが社会を本当に知っている

他の人間はみなバカ」

ただ「手放す」だけでは×



2.3 常識をうまく手放すとは？

「常識は正しい」

・・・・当事者の世界

→「「常識は正しい」は正しくない」

・・・・社会学Ver1.0

・・・・「○○思想」や「△△理論」

→「「「常識は正しい」は正しくない」は正しくない」

・・・・？



2.4 「「「常識は正しい」は正しくない」
は正しくない」の二つの回答

α：「「「常識は正しい」は正しくない」は正しくない」

＝「常識は正しい」

・・・・反社会学

β：「「「常識は正しい」は正しくない」は正しくない」

≠「常識は正しい」

・・・・社会学Ver1.5?(^o^)



2.5 二重否定は肯定と同じ？ちがう？

論理学では古典論理と直観主義論理

→どちらだけが正しいとはいえない

でも αとβのどちらをとるか

で 考え方は全く変わってくる・・・・

α：反社会学の例

パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』

（イーストプレス2004年、ちくま文庫2007年）



‡ パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』 筑摩書房 2007年



‡ パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』 筑摩書房 2007年 P24-25



2.6

「第二回 キレやすいのは誰だ？」

先ほどの図式にあてはめれば

常識：「平和で安全な日本」

→「「平和で安全な日本」は正しくない

・・・・社会学Ver1.0



2.7

例えば・・・・

一見平和そうに見えるが社会が崩壊しつつある

←その予兆としての尐年犯罪の凶悪化と不透明化

＝「社会の底がぬけている！」

（宮台真司・速水由紀子『サイファ 覚醒せよ！』筑
摩書房2000年、ちくま文庫2006年）

……と警鐘を鳴らす社会学＆マスコミ



‡ 宮台真司・速水由紀子『サイファ 覚醒せよ！』筑摩書房 2006年 P20-21



‡ 宮台真司・速水由紀子『サイファ 覚醒せよ！』筑摩書房 2006年 P22-23



2.8

ところが

現実のデータでは

①殺人率は長期低下傾向にある

②動機不明殺人は昔からあった

→α：「「「平和で安全な日本」は正しくない」は正しくない」

・・・・・反社会学

「こんな子供だましのトリックを使ってマスコミは・・・・」

「マスコミのお偉方は・・・・・・過去のデータを故意に伏せてい
たのです」（『反社会学講座』）



‡ パオロ・マッツァリーノ『反社会学講座』 筑摩書房 2007年 P32-33



3.1 日本の世代別殺人率の特異性は
どう語られてきた？

（１）学術的に発見されたのは 2000年

長谷川寿一・長谷川眞理子「戦後日本の殺人の動
向」『科学』70(7)

若者の方が人を殺すのは1970年代まで

80年代以降は中高年の方が殺す

日本の60年代生まれ以降は特に人を殺さない



‡

科学, 70（7月号）2000年, 岩波書店



‡科学, 70（7月号）2000年, 岩波書店 P564図4



‡ http://kangaeru.s59.xrea.com/G-Satujin.htm



人口動態統計（厚生労働省）‡



3.2

・・・・ここまではマッツァリーノさんの言う通りなのだが

（２）マスメディアでの報道は2003年4月
朝日新聞4/4朝刊3面「こんな私たち白書⑤日本の若者
は殺さない 上」

（３）『反社会学講座』の単行本初版は2004年6月

え！？

「マスコミのお偉方は・・・・・・」じゃなかったの？



3.3

たしかに1990年代後半～2000年代前半のマスメディアの多
くや有名な社会学者は「社会の底が抜けている」的に語って
いた

しかし全てがそうだったわけではない

例えばなぜ私が（２）を知ったのか？

当時私は朝日新聞の紙面審議会委員をやっていてこの記事を
誉めたから

その発言も朝日新聞に載っている

私も社会学者だし 朝日新聞もマスコミだと思うのだが・・・



3.4 『反社会学講座』の教訓

①先入観を否定する際に別の強い先入観をもちこみや
すい

例えば「マスコミは不安を煽る」「社会学者は話題性を好む」
とか

→反社会学の背後にもそうしたマスコミや社会学への常識が
ありそう

だから朝日新聞を実際には読まずに書いてしまったのだろう

マスコミの報道を調べずに「マスコミは・・・・・」と語った点で、
実は同じことをやっている



3.5

②他人が「大衆」なら自分も「大衆」

2000年代前半に尐年犯罪言説の転換の波が起きていたの
では

→朝日新聞の報道も『反社会学講座』もその一つ

同じ波に乗っている点で、どちらも新たな常識づくりの一環

むしろ『サイファ」が乗り遅れた・・・・・

「最先端」を語る怖さ



‡ 宮台真司・速水由紀子『サイファ 覚醒せよ！』筑摩書房 2006年



3.6
現実の社会は
複数の常識の複合体で 常識も変化

その内部に私たちは生きている

一番の問題は？
その複合体を
一枚岩のようにみなして
その外部に自分は立てると思うこと

↔別の常識を無反省に信じこむ

β：「「「常識は正しい」は正しくない」は正しくない」≠「常識は正しい」
↔常識は正しい部分も正しくない部分もある

・・・・・と考える可能性と意義



3.7

「常識をうまく手放す」

→外部に立てると思わない

そのための技法の一つ

「他人に当てはまる議論は自分に当てはまる」

＝「自己論理autology」

・・・・・社会学Ver1.5の重要な考え方

ニクラス・ルーマン （1927～1998年）



3.8 ただしβは最強の立場ではない

大きな短所もある

①いわゆる存在証明ができない
「Aでない」と仮定して矛盾を導いて「Aである」とはいえ
ない

→論理操作で議論できる範囲が小さい

頭だけで知りうる限界が早く来る

②コストがかかる
どの部分が正しいかは調べてみないと分からない

→頭だけで知りうる限界が早く来る



3.9

でもそれって健全ではないだろうか

『反社会学講座』の二つの教訓

→「「自分だけが特別に物事がよく見えている」と信じた
瞬間に 厨二病！

その点でβ：社会学Ver1.5は悪くない

・・・・と私は考えている（＾０＾）



4.1 「動機不明の凶悪犯罪はふえてい
る」は正しいのか？

これが常識にせよ反常識にせよ βの立場でい
わば「半分」正しい

統計的なデータではたしかに減尐



4.2

でも殺人がまれになればなるほど起きた殺人は

①大きな不幸や悲劇に感じられ

②常識的には理解不能になり

③話題性は高まる

＝主観的な「凶悪さ」と「動機不明さ」を多くの人
が擬似的に共有する



4.3

「相対的剥奪」
＝「不幸度は期待水準と現実水準との落差に対応する」
ロバート・K・マートン

殺人がまれになる
→「人が殺されることはあってはならない」という期待水準をみんな
がもつ

それでも殺人が起こる
→「殺された」という現実水準を関係者は経験する

マスコミを通じてその落差を擬似的に体験した結果が
「動機不明の凶悪犯罪はふえている」と



‡



4.4 類題「若者のコミュニケーション不全」

現在では
若者はコミュニケーションが下手

というより

コミュニケーションへの期待水準や要求水準が高い
→現実との落差に苦しむ人間が出てくる

と考えられている



5.1

新たな仮説

平和で豊かで 人間関係に繊細な社会だからこそ

→「動機不明の凶悪犯罪が・・・」「コミュニケーション不全
が・・・」と感じられる

この仮説は裏付けられるのか？

①犯罪統計の動向



5.2

①犯罪統計の動向
まず 日本の中期的な動向では
→明らかに平和な社会



5.2
①犯罪統計の動向
次に 国際比較では
→アメリカ合衆国では80年代に上昇
この時期は尐年の殺人率も上昇

→イングランドではじりじり上昇中

すべての先進国が同じ途をゆくわけではない



5.3
②意識の変化
結社・闘争性の推移
（NHK放送文化研究所「日本人の意識」調査より）

職場／地域／政治で何か問題がおきたときにはどうするか？

静観（＝何もしない、政治家に任す）が増加か横ばい、依頼
（＝上司や有力者や議員に頼む）は横ばいか増加しているが、
活動（＝自分で運動する）は減尐

→「対立を避ける」傾向が強まっている

統計数理研究所の「国民性調査」でも



‡

NHK放送文化研究所, 日本放送協会放送文化研究所編
現代日本人の意識構造 (NHKブックス) , 第七版版
日本放送出版協会, 2010年, P90図Ⅲ-7



‡

NHK放送文化研究所, 日本放送協会放送文化研究所編
現代日本人の意識構造 (NHKブックス) , 第七版版
日本放送出版協会, 2010年, P90図Ⅲ-8



5.4
③他殺率と自殺率

「他人は殺さず自分を殺す」日本人

（本川裕「社会実情データ図録」より）

平和で他人と争わない社会のもう一つの顔！

＝「他人を殺さず」「自分を殺す」こと

で問題を解決する？



‡ 社会実情データ図録, 世界各国の自殺率と他殺率の相関 (コード2775),  http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/2775.html



5.5
図から考えられること

「文明化civilized」の二つの面

＝「他人を殺さない」と「自分を殺さない」

最も文明的なのは

（ａ）「他人を殺さない」かつ「自分を殺さない」？

＝命の値段の平均値が高い

（ｂ）「他人を殺さない」かつnot「自分を殺さない」？

＝他人を傷つけない


